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発　　行

千 代 公 民 館
編　　集

広 報 委 員 会
印　　刷

有限会社飯田写真印刷
＜千代の人口＞
平成２７年６月末日現在
男　854名（−２）
女　916名（−７）

合計 1,770名（−９）

　

梅
雨
に
入
り
、
い
よ
い
よ
雨
の

時
期
が
や
っ
て
来
た
。
中
休
み
の

あ
と
の
雨
は
「
こ
れ
で
本
当
に
太

陽
の
出
る
日
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
？
」
と
い
う
程
。
七
月
に
入
り

一
日
も
太
陽
の
顔
を
見
て
な
い
。

関
東
、
九
州
で
は
局
地
的
な
大
雨

に
よ
り
、
水
害
も
出
て
い
る
。

　

こ
の
異
常
と
も
言
え
る
気
象
条

件
は
、
先
日
の
果
樹
栽
培
の
会
議

の
中
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
開
花

が
平
年
の
五
日
〜
七
日
早
か
っ
た

事
か
ら
始
ま
り
、
収
穫
も
早
い
と

予
想
が
出
て
い
る
。
こ
の
条
件
は

平
成
十
年
が
こ
の
様
な
年
で
過
去

に
は
な
い
ら
し
い
。
花
が
早
い
年

は
い
い
年
に
な
ら
な
い
と
い
う
意

識
が
私
に
は
強
く
、
降
雨
・
土

砂
・
天
候
不
順
（
台
風
や
雹
）
等

の
災
害
が
何
か
し
ら
あ
る
も
の
で

あ
る
。
た
だ
何
も
無
い
事
を
祈
る

ば
か
り
で
あ
る
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
地
域
の
高
齢

化
等
に
よ
り
、
地
域
内
の
景
観
が

失
な
わ
れ
て
来
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。昔
田
ん
ぼ
だ
っ
た
、

畑
だ
っ
た
と
い
う
所
が
雑
木
林
に

な
り
、
道
す
ら
も
木
の
枝
が
垂
れ

下
が
り
、
放
置
状
態
の
場
所
も
あ

り
、
歩
道
の
端
に
は
草
が
生
え
、

ど
う
も
見
苦
し
い
状
態
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　
「
千
代
は
キ
レ
イ
な
所
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
是
非
み
な
さ
ん
に

持
っ
て
も
ら
い
、「
キ
レ
イ
な
千

代
」
に
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

①競技数
・多い。赤ちゃん連れ・お年寄りには長すぎる。
・今のままで良い。減らせば白熱しなくなる。

②新しく考えたい競技
・木遣りをモチーフに大声で叫び日頃のうっぷんを晴らす。
・大声で愛の告白、自虐ネタ告白。色んな意味で笑いが起きる。
・日頃言えない感謝を叫ぶ。感謝を叫べば涙を誘う。
・綱引きの代わりに御柱もどきを。

③日程について
・短くする。その後慰労会の準備等あるため。

④その他なんでも
・景品の魅力がない。もっとほしいものにする。 
・富くじの復活。
・露店の復活。若い人達で１ブースの他、五平餅など、外部からも依

頼する。 6 月29 日に千栄小にて 5 名へ贈呈。
千代小では6月26日に12 名へ贈呈しました。

おたんじょうび本へ押すメッセージ
を考えたどんぐりの会（ちゃらんぽ
らあずも含む）の皆さん。

千栄分室（毛呂窪公民館内）で本を
選び紙に欲しい本を記入する児童。

に
減
点
を
無
く
す
か
を
競
い
、
各

班
五
月
中
旬
か
ら
こ
の
日
の
為
に

練
習
し
て
き
た
。
大
会
は
ポ
ン
プ

車
一
チ
ー
ム
、
小
型
四
チ
ー
ム
で

昔
に
比
べ
て
少
な
さ
に
各
班
の
団

員
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
の
が
わ

か
る
。
緊
張
の
中
各
チ
ー
ム
練
習

の
成
果
を
出
し
切
っ
た
。
優
勝
は

　

六
月
十
四
日
（
日
）
午
後
、
分

団
操
法
技
術
大
会
が
千
代
小
学
校

校
庭
で
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
は

じ
め
各
種
団
体
の
来
賓
の
中
、
行

わ
れ
た
。
こ
の
競
技
は
各
番
員
が

要
項
通
り
に
ホ
ー
ス
展
張
、
機
関

を
扱
い
火
点
の
的
に
放
水
し
て
倒

す
ま
で
の
タ
イ
ム
と
規
律
で
い
か

　

五
月
二
十
九
日
（
金
）「
ち
ゃ

ら
ん
ぽ
ら
あ
ず
」
が
、
県
知
事
か

ら
防
犯
功
労
表
彰
を
授
与
さ
れ
た
。

　
「
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
あ
ず
」
は
平

成
二
十
年
、
当
時
子
ど
も
達
が
犯

罪
被
害
者
と
な
る
凶
悪
事
件
が
社

会
問
題
と
な
る
中
、
ダ
ン
ス
好
き

の
八
名
の
女
性
が
集
ま
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
会
を
立
ち
上
げ

た
。

　

当
時
の
活
動
は
、
市
内
の
保
育

園
や
小
学
校
で
防
犯
ダ
ン
ス
「
イ

カ
の
お
す
し
」
を
踊
り
な
が
ら
、

被
害
防
止
を
呼
び
掛
け
て
き
た
。

最
近
は
振
り
込
め
詐
欺
や
オ
レ
オ

レ
詐
欺
な
ど
高
齢
者
を
狙
っ
た
犯

罪
が
多
く
な
っ
た
た
め
、「
オ
レ

オ
レ
サ
ン
バ
」
の
ダ
ン
ス
で
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
老
人
ホ
ー

ム
を
年
五
〜
六
回
ま
わ
っ
て
活
動

し
て
い
る
。

　

代
表
者
の
山
田
穂
津
香
さ
ん

は
、「
会
員
の
平
均
年
齢
は
七
十

を
超
え
て
い
る
が
、
自
分
達
が
寝

た
き
り
や
認
知
症
に
な
る
こ
と
な

く
、
元
気
で
健
康
に
い
ら
れ
る
よ

う
踊
っ
て
い
る
。
少
し
で
も
お
役

に
た
て
れ
ば
あ
り
が
た
い
」
と
話

し
て
い
た
。

　

七
月
四
日
（
土
）
天
気
は
…
残

念
！
今
年
も
雨
が
降
っ
て
い
た
。

以
前
「
河
鹿
が
え
る
の
神
様
が
雨

を
降
ら
せ
て
い
る
か
ら
毎
年
雨
が

降
る
ん
だ
よ
。」
と
言
っ
た
友
達

の
言
葉
を
思
い
出
し
、
今
年
も
雨

と
共
に
祭
り
を
楽
し
も
う
と
思
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
子
ど
も
達
は
雨
の

存
在
な
ど
気
に
し
て
い
な
い
の
だ

け
ど
…
。

　

今
年
の
催
し
物
は
園
児
の
可
愛

ら
し
い
ダ
ン
ス
や
、
小
学
生
の
素

晴
ら
し
い
歌
声
、
そ
し
て
中
学
生

の
力
強
い
声
も
会
場
に
響
い
た
。

千
代
の
小
さ
な
子
ど
も
達
か
ら
大

人
ま
で
が
参
加
で
き
、
楽
し
め
る

お
祭
り
。
千
代
の
素
敵
な
所
だ
。

　

そ
の
後
の
催
し
物
を
ゆ
っ
く
り

鑑
賞
す
る
事
は
許
さ
れ
ず
、
目
を

輝
か
せ
た
子
ど
も
達
に
引
っ
張
ら

れ
な
が
ら
夜
店
を
転
々
と
す
る
事

笑える楽しい運動会を目指して!!
　今年度の運動会方針【心の底から笑える楽しい運動
会】となるよう例年以上に競技内容を検討することと
なった。そこで全分館から意見集約を行った。以下は
その一部である。

　

白
黒
各
十
個
の
ボ
ー
ル
を
各

チ
ー
ム
五
人
の
選
手
が
交
互
に
打

ち
、
グ
リ
ー
ン
の
コ
ー
ト
に
設
け

ら
れ
た
目も
く

（
穴
）
に
如
何
に
正
確

に
入
れ
、
縦
横
斜
め
に
並
べ
て
い

く
競
技
で
、
打
ち
手
の
絶
妙
な
距

離
感
と
チ
ー
ム
と
し
て
の
戦
略
が

勝
敗
を
左
右
す
る
競
技
で
あ
る
。

　

各
コ
ー
ト
で
は
、
悲
鳴
に
も
似

た
落
胆
の
声
や
、
勝
利
の
雄
叫
び

が
聞
こ
え
て
い
た
。

　

圧
巻
は
優
勝
し
た
米
川
チ
ー
ム

　

六
月
七
日
（
日
）
午
後
一
時

三
十
分
よ
り
第
二
回
囲
碁
ボ
ー
ル

大
会
が
、
全
十
二
チ
ー
ム
が
参
加

し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
、

そ
れ
ぞ
れ
六
チ
ー
ム
が
各
コ
ー
ト

に
分
か
れ
、
ス
タ
ー
ト
の
合
図
で

熱
戦
が
始
ま
っ
た
。

が
出
し
た
全
部
の
ボ
ー
ル
を
違
う

目
に
す
べ
て
入
れ
る
大
技
の
「
五

目
一
連
」
と
、
大
北
チ
ー
ム
が
出

し
た
五
個
の
ボ
ー
ル
を
一
直
線
に

並
べ
る
「
五
目
一
連
」
だ
っ
た
。

大
北
チ
ー
ム
は
最
後
の
一
球
を
残

し
、
相
手
チ
ー
ム
に
大
き
く
リ
ー

ド
を
さ
れ
た
土
壇
場
で
の
大
逆
転

劇
で
あ
り
、
そ
の
神
技
に
会
場
が

ど
よ
め
い
た
。

　

回
を
重
ね
る
度
に
各
チ
ー
ム
の

競
技
レ
ベ
ル
も
上
が
っ
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
第
三
回
囲
碁
ボ
ー

ル
大
会
で
も
奇
跡
的
な
プ
レ
ー
が

期
待
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

参
加
者
の
数
も
昨
年
を
大
き
く

上
回
っ
て
お
り
、
年
代
問
わ
ず
楽

し
め
る
競
技
で
あ
る
こ
と
が
認
知

さ
れ
始
め
た
の
だ
と
感
じ
た
一
日

で
あ
っ
た
。

に
。
結
局
子
ど
も
達
の
要
求
に
負

け
、「
今
日
だ
け
は
…
」
と
、
し

ぶ
し
ぶ
太
っ
腹
に
。

　

そ
し
て
、
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
と

今
年
初
の
豪
華
な
花
火
を
見
て
、

改
め
て
千
代
の
伝
統
の
素
晴
ら
し

さ
を
実
感
し
た
。
何
年
も
し
て
、

今
の
子
ど
も
達
も
我
が
子
と
共
に

こ
の
祭
り
に
参
加
を
し
て
、
こ
の

素
敵
な
千
代
の
伝
統
を
ず
っ
と
楽

し
ん
で
い
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い

な
と
思
う
。

自
動
車
班
、
準
優
勝
野
池
班
、
三

位
下
村
班
。
ラ
ッ
パ
班
の
ラ
ッ
パ

吹
奏
の
部
、
予
防
救
護
班
の
救
急

操
法
の
部
も
披
露
さ
れ
た
。
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○
お
誕
生

　

金
田　

叶の

愛あ

ち
ゃ
ん

　
　

生
伍
・
莉
歩　

長
女
（
下
村
）

　

五
月
三
十
日
（
土
）、
千
栄
小

学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
師
に
南
澤
信
之
さ
ん

を
お
招
き
し
て
「
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ

ル
の
現
状
と
未
然
防
止
」
を
演
題

に
前
半
は
、
南
澤
先
生
の
講
演
。

後
半
は
子
ど
も
達
と
一
緒
に
な
っ

て
実
際
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
機
な
ど
家
か

ら
持
っ
て
き
た
機
器
を
操
作
し
て

未
然
の
防
止
策
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
こ
こ
一
年
で
身
近

に
起
き
た
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
話

を
お
聞
き
し
、
そ
の
件
数
の
多
さ

に
驚
か
さ
れ
人
ご
と
で
は
な
い
な

と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
言

の
書
き
込
み
が
一
分
も
た
た
ず
に

国
を
飛
び
越
え
世
界
へ
発
信
さ
れ

て
し
ま
う
、
一
瞬
に
し
て
被
害
者

で
は
な
く
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま

う
事
も
あ
り
得
る
。
一
つ
一
つ
の

操
作
を
慎
重
に
、
か
つ
責
任
を
持

つ
事
の
大
切
さ
。
子
ど
も
達
に
は

ゲ
ー
ム
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
時
間
を

決
め
使
用
し
た
時
間
の
倍
以
上
は

家
族
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
事
な
ど
勉
強
に
な
る
話
ば

か
り
で
し
た
。
便
利
な
機
器
が
普

及
し
た
反
面
、
怖
さ
が
あ
る
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
我
が
家
の
第
一

歩
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
時
間
を
今
ま
で
よ
り
多
く
と

る
様
に
心
掛
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

千
代
地
区
市
政
懇
談
会
が
六
月

三
日
（
水
）
午
後
七
時
か
ら
千
代

公
民
館
で
行
わ
れ
た
。

　

第
一
部
の
冒
頭
、
川
手
重
光

ま
ち
づ
く
り
委
員
長
の
挨
拶
で

は
「
三
遠
南
信
道
や
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
で
飯
田
市
も
大
き
く
変
わ

る
。
そ
の
夜
明
け
前
に
千
代
も
乗

り
遅
れ
な
い
よ
う
変
わ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
し
交
流
の
場
、

産
物
、
人
口
増
加
の
重
要
性
を
訴

え
た
。

　

続
い
て
牧
野
飯
田
市
長
か
ら
三

項
目
に
つ
い
て
順
次
説
明
が
あ
っ

た
。①
平
成
二
十
七
年
度
の
取
組
。

②
第
五
次
基
本
構
想
・
基
本
計
画

の
振
り
返
り
。
③
将
来
に
向
っ
て

の
課
題
と
対
応
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
詳
細
説
明
が
あ
っ
た
。

　

第
二
部
は
地
域
か
ら
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
の
農

家
経
営
に
つ
い
て
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
導
入
。
地
域
の
産
物
で
ブ

ラ
ン
ド
化
を
計
り
小
規
模
農
家
を

生
か
す
産
業
の
育
成
。
少
子
化
対

策
と
生
涯
現
役
で
地
域
健
康
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
学
童
保
育
会
場
の
野

外
ス
テ
ー
ジ
設
備
の
一
部
改
造

等
、
市
側
と
の
質
疑
応
答
が
あ
っ

た
。
今
回
参
加
し
た
竜
東
中
三
年

の
藤
本
龍
太
郎
君
の
「
リ
ニ
ア
が

開
通
し
て
も
集
客
の
無
い
地
区
で

は
意
味
が
無
い
、
飯
田
市
の
魅
力

を
十
分
に
発
信
し
て
欲
し
い
。」

と
要
望
が
出
さ
れ
た
。
又
、
奨
学

金
制
度
の
充
実
、
十
八
歳
ま
で
医

療
費
無
料
に
つ
い
て
の
質
問
に
市

長
も
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
と
回

答
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
下
村
の
山
口
健

治
さ
ん
は
「
当
時
の
自
分
と
比
較

し
て
も
中
学
生
と
思
え
な
い
し
っ

か
り
と
し
た
考
え
を
持
っ
て
い

る
。
地
域
の
将
来
に
希
望
が
持
て

る
。」
と
感
想
を
語
っ
た
。

　

熱
心
な
質
疑
応
答
で
時
間
超
過

と
な
っ
た
が
意
義
の
あ
る
市
政
懇

談
会
で
あ
っ
た
。

　

御
柱
が
動
き
出
す

　

御
柱
祭
が
い
よ
い
よ
来
春
の
四

月
十
日
（
日
）
に
せ
ま
る
中
、
六

月
七
日
（
日
）
に
御
柱
式
年
祭
の

第
一
回
実
行
委
員
会
が
行
わ
れ
た
。

各
役
職
の
代
表
者
約
五
十
名
が
集

ま
り
、
業
務
分
担
と
今
後
の
日
程

に
つ
い
て
確
認
し
合
っ
た
。

　

野
池
神
社
総
代
長
の
大
平
宏
さ

ん
か
ら
は
、「
御
柱
祭
成
功
に
向

け
て
、
各
役
職
の
皆
さ
ん
の
協
力

と
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
野

池
神
社
の
大
平
宮
司
さ
ん
か
ら

は
、「
心
を
一
つ
に
、
協
力
一
致

で
お
願
い
し
た
い
」、
御
柱
総
指

揮
官
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
川

手
重
光
会
長
か
ら
は
、「
千
代
地

区
が
一
つ
に
ま
と
ま
る
よ
う
神
様

が
与
え
て
く
れ
た
お
祭
り
。
地
区

外
へ
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
各

役
職
の
代
表
者
の
決
意
表
明
も
あ

り
、
千
代
地
区
全
体
の
お
祭
り
と

し
て
気
持
ち
も
高
ま
り
、
い
よ
い

よ
御
柱
が
動
き
出
し
た
。

木
遣
り
無
く
し
て
、御
柱
無
し

　

七
月
四
日
（
土
）
野
池
木
遣
り

○
八
月
一
日
（
土
）
八
時
よ
り

「
千
代
こ
ど
も
つ
り
大
会
」

○
八
月
五
日
（
水
）
十
九
時
よ
り

「
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　

千
栄
小
学
校
体
育
館
」

○
八
月
六
日
（
木
）
九
時
よ
り

「
か
ん
げ
き
バ
ス
ツ
ア
ー
」

○
八
月
七
日
（
金
）
十
九
時
よ
り

「
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ

　
　

法
山
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
」

○
八
月
八
日
（
土
）

「
飯
田
り
ん
ご
ん
」

○
八
月
九
日
（
日
）
十
時
よ
り

「
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　
　

千
代
公
民
館
」

○
八
月
十
一
日
（
火
）

「
第
三
回
公
民
館
企
画
委
員
会
」

○
八
月
二
十
二
日
（
土
）

「
千
代
の
人
物
伝
シ
リ
ー
ズ
⑤
」

○
八
月
二
十
三
日
（
日
）

「
第
一
回
千
代
野
外
音
楽
祭
」

○
八
月
三
十
日
（
日
）

「
地
震
防
災
訓
練
」

○
九
月
六
日
（
日)

　

前
号
の
役
員
名
簿
で
記
載
漏
れ

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
、
左

記
の
通
り
追
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◇
産
業
建
設
部

　

委
員　

長
沼
操
二
（
大
郡
）

「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

交
流
大
会
」

○
九
月
二
十
七
日
（
日
）

「
よ
こ
ね
田
ん
ぼ

　
　
　

稲
刈
り
体
験
＆
収
穫
祭
」

　

六
月
二
十
八
日
（
日
）、
法
山

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
昨

年
に
引
き
続
き
「
ふ
る
さ
と
講
演

会
ｉ
ｎ
法
山
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
は
竹
田
人
形
座
の
“
た
け

の
こ
会
”よ
り
水
上
さ
ん
、三
石
さ

ん
の
二
名
と
、
バ
ッ
カ
ス
男
性
合

唱
団
長
の
中
津
さ
ん
夫
妻
を
お
迎

え
し
『
手
操
り
人
形
劇
と
叙
情
歌

の
集
い
』
と
題
し
、
篠
田
法
山
公

民
館
長
の
挨
拶
に
よ
り
開
演
と

な
っ
た
。

　

最
初
は
手
操
り
人
形
劇
の
獅
子

舞
で
あ
っ
た
が
、
み
ご
と
に
糸
を

操
り
獅
子
だ
け
で
な
く
、
中
の
人

ま
で
同
時
に
操
る
技
に
多
く
の
拍

手
が
浴
び
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
ガ

イ
コ
ツ
の
踊
り
で
は
、
各
骨
が
一

瞬
で
ば
ら
ば
ら
に
離
れ
踊
り
だ
す

光
景
に
、
子
ど
も
達
も
最
前
列
で

食
い
入
る
よ
う
に
見
て
い
た
。

　

続
い
て
中
津
団
長
が
、
誰
も
が

一
度
は
聴
い
た
り
、
歌
っ
た
こ
と

の
あ
る
曲
を
、
感
情
を
込
め
全
九

曲
を
と
て
も
優
し
い
声
で
歌
い
、

会
場
を
訪
れ
た
全
員
が
癒
さ
れ
て

い
た
。

　

最
後
は
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
に
応

　

五
月
十
六
日
（
土
）
竜
東
中
学

校
地
区
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行

わ
れ
た
。
第
四
十
四
回
目
の
今
年

は
昨
年
ま
で
の
ペ
タ
ン
ク
か
ら
、

ワ
ン
ふ
ら
バ
レ
ー
に
種
目
を
変
え

た
。

　

上
久
堅
、
龍
江
、
千
代
地
区
合

同
に
よ
る
こ
の
大
会
は
各
小
学
六

年
生
も
一
緒
に
参
加
し
た
。
地
区

割
り
で
十
六
チ
ー
ム
に
分
か
れ
三

試
合
で
勝
敗
を
競
っ
た
。
サ
ー
ブ

は
下
か
ら
投
げ
て
も
良
し
、
レ

シ
ー
ブ
は
四
回
以
内
な
ど
特
別

ル
ー
ル
で
最
初
は
ル
ー
ル
を
理
解

す
る
の
に
苦
戦
し
て
い
た
が
徐
々

に
ラ
リ
ー
も
出
来
て
い
た
。
大
会

終
了
後
に
生
徒
と
大
会
役
員
で
反

省
会
を
行
い
、
生
徒
か
ら
は
「
主

審
に
よ
っ
て
ル
ー
ル
が
違
っ
た
」

「
変
わ
っ
た
種
目
も
検
討
し
た
い
」

な
ど
来
年
へ
の
課
題
が
残
っ
た
。

　

千
代
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
は
現
在

男
子
四
名
女
子
三
名
計
七
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
監
督

が
交
代
し
、
新
た
に
榊
山
健
二
監

督
を
迎
え
、
日
曜
日
の
午
前
中
に

山
村
広
場
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

七
名
で
は
試
合
に
出
場
が
で
き

な
い
の
で
も
っ
と
皆
さ
ん
に
野
球

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
六
月
六
日
に
「
い
っ
し
ょ
に
あ

そ
ぼ
う
よ
！
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。
保
育
園
か
ら
小
学
校

六
年
生
の
お
友
達
七
名
が
来
て
く

れ
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
野

球
も
い
い
な
ー
」
と
言
う
話
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

練
習
ば
か
り
で
な
く
試
合
に
も

出
た
い
と
、
上
久
堅
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
の
方
と
話
を
し
て
合
同
で
参

加
す
る
こ
と
に
な
り
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
人
数
が
多
い

と
部
員
は
楽
し
そ
う
で
す
。

　

次
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
八
月

二
十
九
日
（
土
）
に
予
定
し
て
い

ま
す
。
是
非
親
子
で
遊
び
に
来
て

み
ま
せ
ん
か
。
楽
し
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
で
す
よ
。
部
員
一
同
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

五
月
三
十
一
日
（
日
）
千
栄
東

交
流
会
の
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
が
千

栄
小
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

　

体
育
事
業
が
分
館
統
合
に
な
り

交
流
を
深
め
る
為
昨
年
よ
り
始

ま
っ
た
。
小
学
生
か
ら
年
配
の
方

ま
で
参
加
者
約
五
十
名
が
八
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
四
試
合
行
っ
た
。

　

プ
レ
ー
で
は
三
目
、
四
目
、
奇

跡
の
五
目
ま
で
揃
う
好
プ
レ
ー
な

ど
コ
ー
ト
毎
に
歓
声
が
沸
い
て
い

た
。

　

終
了
後
に
は
毛
呂
窪
公
民
館
で

表
彰
式
と
懇
親
会
を
行
い
更
に
親

睦
が
深
ま
っ
た
。
太
田
久
志
米
峰

公
民
館
長
か
ら
は
「
今
年
は
大
勢

の
方
の
参
加
で
大
変
盛
り
上
が
っ

て
良
か
っ
た
。今
後
も
続
け
て
行
き

連
の
練
習
を
見
に

行
っ
て
き
た
。
夜

七
時
、
集
ま
っ
た

地
元
の
木
遣
り
は

六
名
。
暗
が
り
の

中
、
思
い
思
い
に

野
池
山
に
向
か
っ

て
声
を
挙
げ
て
い

た
。
木
遣
り
責
任

者
の
北
澤
勝
さ
ん

代
の
若
い
人
に

も
木
遣
り
と

し
て
参
加
し

て
、
御
柱
を
盛

り
上
げ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て

い
た
。

　

毎
月
第
一
土

曜
日
の
夜
七
時

か
ら
一
時
間
、

野
池
公
民
館
で

練
習
を
し
て
い

た
い
。」

ま
た
、

翌
週
の

本
館
囲

碁
ボ
ー

ル
大
会

に
向
け

て
良
い

雰
囲
気

と
な
り

楽
し
み

と
な
っ

た
。

え
、
中
津

さ
ん
の
歌

に
合
わ
せ

て
人
形
が

踊
る
コ
ラ

ボ
に
て
講

演
会
を
締

め
く
く
っ

た
。

は
、「
千
代
地
区
全
体
の
地
域
を

挙
げ
た
お
祭
り
。
三
十
代
、
四
十

る
の
で
、
出
か
け
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。


